













































い。新庄他 (2005) は 同活動のあり方について議論したそれまでの研究を概観し，また
実際の教室観察経験などをも踏まえて，同活動には，外国人の日本語習得の面の他に，大


































































































(Krashen and Terrell, 1983)。最近は，各種の言語を学習できる機会が増え，また語学
教材が豊富になり，インターネットなどを利用しでも語学が学べるようになったことから，
自然習得のみで第二言語を習得する人は少なくなったとも言える。とはいえ，高校時代に









































し公表しているヨーロッパ共通参照枠の基礎レベルの Threshold Level やその前段階の
Waystage のシラパスを見てみると，そこには学習者が遂行できるようになることが期待
されている言語機能とともに，話せるようになるべき話題が詳細にリストアップされてい
る (VanEk and Alexander, 1980; Van Ek et aL, 1980) 。つまり， ["生活日本語」は生活上
の種々の活動を運営するために必要な言語技能に限定した概念であるのに対して，




































































(1) 西口他 (2007) では「地域日本語教育」等と呼ぶことの問題性について議論している。








いであろうが， Ellis (1994) も指摘しているように，それがどの程度，またどのような心
? ?円。
理言語的な過程で第二言語の発達に貢献するかはまだ十分に研究されているとは言えない。












(削 ここに言う人として生きることや社会的現実と言葉の関係については Berger and 
Luckmann (1966) を参照。
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